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業務実施計画書
	法人名
	
	応募圏域
	

	１．応募動機等

	（１）応募動機について具体的に記載してください。

	

	（２）応募圏域を選んだ理由、法人として把握している圏域の特性・現状・課題について記載してください

	


	２．中立・公正な運営の担保

	（１）中立・公正な運営を担保するための取組みについて記載してください。

	

	（２）地域包括支援センター業務の中立性・公平性を検証するために設置する地域運営協議会の構成メンバー、開催回数、運営方法等について記載してください。

	


	３．第1号介護予防支援業務・指定介護予防支援業務

	（１）介護予防ケアマネジメントについて
　　ケアマネジメントを行う上で必要な視点（考え方）、業務の一部を委託した場合に委託事業者に対する地域包括支援センターの役割について記載してください。

	


	４．総合相談支援業務

	（１）地域におけるネットワーク構築について
　　ネットワーク構築は、センターがその目的を達成するためになくてはならない手段であり、総合相談支援業務だけでなくセンターすべての業務の基盤となるものである。ネットワーク構築のための具体的な取り組みを記載してください。

	

	（２）実態把握について
　　高齢者や家族からの相談を待っているたけでなく、様々な手段により地域の高齢者の心身の状況・家庭環境等についての実態把握を行い、地域に存在する隠れた問題やニーズを発見することが必要である。　実態把握のための具体的な取り組みを記載してください。

	

	（３）総合相談支援について
　　地域に住む高齢者に関する様々な相談をすべて受け止め、適切な機関・制度・サービスにつなぎ、継続的に支援していくことが必要である。 支援体制（三職種のチームアプローチ）や相談者等への関わり方について具体的に記載してください。

	


	５．権利擁護業務

	（１）周知・啓発活動について
　　権利擁護を目的とするサービスや制度の周知、高齢者虐待防止・消費者被害防止、認知症に関する啓発等について、具体的な取り組みを記載してください。

	

	（２）虐待等困難事例への対応について
　虐待等を受けた高齢者やその家族に対してどのように支援していくか具体的に記載してください。

	

	６．包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

	（１）日常的個別指導・相談について
　　介護支援専門員の日常的業務の実施に関し、個別の相談窓口の設置、ケアプラン作成指導などの個別指導・相談への対応について具体的に記載してください。

	

	（２）支援困難事例等への指導・助言について
　　支援困難事例を抱える介護支援専門員への支援について具体的に記載してください。

	

	（３）地域における介護支援専門員のネットワーク形成について
　　介護支援専門員同士がつながり、協力して業務を進めていくためのネットワーク構築への支援について具体的に記載してください。

	

	（４）包括的・継続的なケア体制の構築について
　　在宅と病院・施設との行き来など高齢者の生活環境等の変化に応じて、適切な支援・サービスを組み合わせて提供できるよう、４（１）での地域におけるネットワークを活用しながら、介護支援専門員自身が関係機関・医療機関と連携協働できる環境を整える必要があります。連携体制構築への支援について具体的に記載してください。
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